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活用状況 

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

 式典や体育的行事、講演会等の体育館で実施される学校行事において

主に活用している。実際の活用状況については以下に示す通りである。 

4 月 始業式、新入生との対面式・究真館入門（新入生研修） 

5 月 大運動会結団式、大運動会ダンス投影 

6 月 交通安全に関する講演会 

7 月 体育授業時（ダンス）、終業式 

8 月 部活動でのミーティング、始業式 

9 月 中学生体験入学 

10 月 中学生体験入学 

11 月 開校記念行事、課題研究発表会 

12 月 終業式 

1 月 始業式 

2 月 修学旅行事前指導 

3 月 修了式 

申請当初の 

目的達成状況 

 本校が保有するプロジェクターの台数が少なかったため、使用するタ

イミングが重なった際には使えない状況が続いていたが、大きなスクリ

ーンに映す体育館専用のプロジェクターを寄贈いただき、様々な学校行

事で活用できるようになった。 

教育的効果について

所見等 

 毎学期の始業式や終業式において、校長が生徒の興味関心を高めるた

めにプレゼンテーションソフトを活用し式辞等を実施できたことで、さ

まざまな教育的ニーズを抱える本校生徒に応えることができた。 



活用状況の写真等（当日の様子など） 

 令和 4年 11 月 10 日（木）課題研究発表会、発表時の様子。 

 当日は本校生徒だけではなく、うきは市役所職員やうきは市議会議員、地域住民の方を招待

して、本校 2 年生が「総合的な探究の時間」で調べ学習をしてきた内容を、寄贈していただい

たプロジェクターを使って発表した。体育館の座席が後ろの方のであってもスクリーンに映し

出される文字や写真がはっきりと認識することができ、参加者に大変満足いただけた発表会と

なった。 

 

 

今後の活用見通し・課題 

 これまで同様に体育館での行事等の際に引き続きは活用していくとともに、今後は昨年度に

整備された一人一台端末と連動させながら、行事だけでなく部活動や授業でも効果的に活用し

ていくことで生徒の興味関心を高めたり理解を深めたりすることで、教育的効果を高めていき

たい。 

 


